
近年、全国各地に廃校、空き施設、空き店舗、空き地など共
有空間の多くに「空き化」が進んでいます。 
これらは疲弊した地域の象徴として、また、大きな負の遺産
として、まちづくりの課題となっています。 
しかし、一方でこうした「空き施設」を資源として捉え、有
効に利用している例も少なくありません。 
負の遺産を地域の宝に変える―。 
市町村協議会は「空き施設」を積極的に活用すべきだと考え
ます。新たな先進事例を学び、新たに有効資源を構築するた
めに、情報交換し、研究を進めませんか。今年度、その第１
弾として「廃校利用」をテーマにしたフォーラムを開催しま
す。残された校舎、体育館、校庭、その活用方法を探ります。
あなたのまちのアイデアをご披露ください。 

スケジュール 

10：00 受付 
10：30 事前分科会「まちづくり事例研究・自由討論」     
12：30 受付 

  13：30 全国生涯学習市町村協議会フォーラム  
     開会式 
14：00 基調提言「地域の活性化と廃校の効果的な活用について」 

 ～「みんなの廃校プロジェクト」と市民活動の対応～ 
文部科学省施設部施設助成課 課長補佐 杉浦健太郎氏 
福留 強氏（聖徳大学・生涯学習研究所長） 

15：10 事例研究「わがまちの廃校活用に関する現状と課題」 
       ①栃木県矢板市  「郷土資料室に蘇る」 
       ②和歌山県田辺市 「産業の振興」    他 

コーディネーター 清水英男氏（聖徳大学教授）       
16：30 閉会  
17：00 交流会 （仕掛け人・交流会議） 

懇親会参加費；5,000 円  
 

人のいない校舎ににぎわいを再び―。 

主 催 全国生涯学習市町村協議会  
共 催  聖徳大学生涯学習研究所   

特定非営利活動法人全国生涯学習まちづくり協会 社会教育施設の活性化研究会  
後 援  文部科学省 財団法人地域活性化センター ※交渉中を含む 

会場：聖徳大学生涯学習社会貢献センター 
        千葉県松戸市松戸 1169 Tel:047-365-5691 

「空き」活用とまちづくり 
～廃校の利活用を考える～ 

参加費 
無料 



 
 
 
 
 

氏 名 男 ・ 女   

連絡先 

〒 

 

（ＴＥＬ：             ＦＡＸ：              ） 

Email  

所 属  

交流会 
１．参加する         ２．参加しない 

※交流会参加費 5,000 円がかかります 

あなたの 

自治体の 

廃校 

活用状況 

 

廃校の有無   有   ・  なし 

廃校施設名 活用の有無 活用している場合 現在の施設名 

 有 ・ なし  

 有 ・ なし  

 有 ・ なし  

 有 ・ なし  

自治体の

廃校 

活用状況 

 

 有 ・ なし  

 
申し込み・問い合わせ：NPO 法人全国生涯学習まちづくり協会 

〒271-8551 千葉県松戸市松戸 1169 聖徳大学生涯学習社会貢献センター6階内 

TEL ０４７－３６９－５６６５   FAX ０４７－３６５－５６９２ 
 

生涯学習市町村協議会フォーラム 申込書 

申し込み・問い合わせ 

  ・所定の用紙に必要項目を記入の上、ＦＡＸまたは郵便でお申し込みください。 

  ・お問い合わせ等がありましたら、お気軽にお電話ください。 

    【フォーラム問い合わせ先】 

〒２７１－８５５１ 千葉県松戸市松戸１１６９聖徳大学生涯学習社会貢献センター６階 

ＮＰＯ法人全国生涯学習まちづくり協会 

ＴＥＬ：０４７－３６９－５６６５ 

・交流会参加費（￥５，０００）は当日徴収します。 

【申し込み締め切り】平成２２年１２月９日（木） 
 
  会 場：ＪＲ常磐線・地下鉄千代田線・新京成線 

 松戸駅東口 徒歩１分 

 聖徳大学生涯学習社会貢献センター 
      ＊東口を出て、左手に見えるガラス張り 
       の建物です。 
       ヨーカドー先の大学キャンパスとは 
       会場が異なりますので、ご注意ください。 


